
1 
 

 

 

 

平成 27 年 1 月 21 日 

各  位 

社 名 グローバルアジアホールディングス株式会社 

代表者名 代表取締役社長  瀋 培今 

 （JASDAQ・コード 3587） 

問合せ先 取締役  楊 晶 

TEL 03-5510-7841（代表） 

 

 

第三者委員会の報告書受領に関するお知らせ 

 

当社は、平成 26 年 10 月 27 日付「第三者委員会設置に関するお知らせ」において公表い

たしました通り、過去の経営諸問題に関する適切な対応を実施するため、事実関係の把握、

過去の会計処理の妥当性に関する検討、再発防止や責任所在の究明に関する提言等が必要

であると判断し、当社と利害関係を有しない外部の専門家から構成される第三者委員会を

設置し、調査を進めてまいりました。 

平成 27 年 1 月 19 日付で第三者委員会から報告書を受領いたしましたので、おしらせ致

します。 

 

同報告書は、調査対象が広範囲にわたり、多くの関係者に対するヒアリング、数多くの

資料をもとに、詳細に分析、検証を実施していただいた結果、本文で 170 ページ、資料を

含めますと数百ページに及ぶ膨大なものとなりました。 

しかしながら、調査対象となっている多くの項目が、現在訴訟・請求などの争いになっ

ており影響が生じる恐れがあること、項目によっては刑事事件の対象となる可能性があり、

捜査に重大な影響を与える恐れがあることと、個人情報の保護の観点をふまえ、現在、固

有名を伏字に変更する作業をおこなっております。変換作業が終わり次第開示致します。 

 

第三者委員会からは、過年度決算の訂正が必要となる事項はなかった旨のご判断頂きま

したが、当社に対して業務上の問題点が複数指摘され、その原因分析、責任の所在、さら

には、その再発防止策に関する提言もいただいております。今回の調査結果を真摯に受け

止め、再発防止のための提言に沿って改善に取り組み、必要な措置を進めてまいる所存で

す。問題点の是正や再発防止策の具体的な内容につきましては、確定次第改めてお知らせ

いたします。 

 

株主、投資家の皆様をはじめとする関係者の皆様には、多大なるご迷惑とご心配をおか

けいたしますことを、深くお詫び申し上げます。 

 

以上 


